
生活支援体制整備事業の充実

茨木市 福祉部 地域福祉課



いばらきほっとナビがリニューアルしました！

QRコード読み取り
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地域包括ケアシステムのイメージ
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生活支援体制整備事業の目的



5

生活支援・介護予防の体制整備におけるコーディネーター・協議体の役割
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茨木市が目指すもの

住民や団体、企業の連携による
、

「高齢者の居場所と出番と
社会参加の場づくり」

（介護予防）

住民や団体、企業の連携による
、

「ささえあいの
生活支援サービスづくり」

（生活支援）

住み慣れた地域でいきいきと自分らしく暮らせる茨木市
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茨木市の生活支援体制整備事業について

令和３年 東保健福祉センター開所
令和４年 西・南 開所予定
令和５年 中央 開所予定
令和６年 北 開所予定

「保健と福祉の連携」を目指して、茨木市内5カ所に設置予定
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市全体の取組

被災者の方へのお買い物支援

買物の送迎

移動販売車の誘致

高齢者の見守り体制の強化

高齢者見守りに関する協定の締結

コープこうべ様
大阪よどがわ市民
生活協同組合様

布亀株式会社様

地域における ささえあいの理解促進

ゲームを通したささえあいの意識の醸成



高齢化が進んでいる団地で、つながりの再構築を目指して

東圏域の取組（総持寺団地①）

誰でも気軽に楽しくつながれる、見守り「あい」と安心がある団地

ささえあいミーティングの開催

住民にとって、どんな
総持寺団地になればいいですか？

今の総持寺団地は
、どうですか？

解決すべきことは何だろう？

共通目標

課題共有シート
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東圏域の取組（総持寺団地②）

よりそいニュースレターの作成と配布

ささえあいミーティングメンバーで作成したチラシを約670世帯に配布
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東圏域の取組（総持寺団地③）

なつかし写真展の企画と開催

お茶コーナー

折り紙コーナー

体操教室

血圧測定 お土産コーナー

11月に開催！ 2日間で、約120名の方が来てくださいました！
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日本人の平均寿命 男81.64歳 女87.74歳

1950年〈S25年〉 5％ 1人の高齢人口に対して12.1人の15～64歳人口がいた

1970年〈S45年〉 7％ 高齢化社会

1994年〈H６年〉 14％ 高齢社会

2012年〈H24年〉 24.1％ 1人の高齢者に現役世代2.6人 人口1億2752人（2975万）

2019年〈R1年〉 28.4％

2025年 30.0％ 団塊の世代が75歳以上になる 3657万人

2026年 人口1億2000万人下回る推計

2035年 33.4％ 3人に1人は高齢者

2040年 35.3％ 団塊ジュニア1971～1974生れが65歳以上になる

2042年 今後、高齢者人口減少傾向と推測される ピーク3878万

2060年 39.9％ 2.5人に1人が65歳以上 1人の高齢者に対して1.3人の現役世代

住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを、人生の最後まで！
続けることができる、地域づくりを目指しています！

茨木市の
高齢化のピークは

2050年と予想！

高齢化率は、36.8％

日本の高齢化率 29.1％

茨木市の高齢化率

24.3％



「視聴後アンケート」について

今後のより良い運営に活かすため、 「視聴後アンケート 」の

回答に、ご協力よろし くお願いします。 (〆切R4 . 4 . 2 8 )

重要

茨木市 健康医療部 長寿介護課


